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いくつかの先行研究の事例を挙げている。
第３章「カンボジアの基本情報と手洗いの現状」では、カンボジアの地理と風土、人口
の分布と変遷、宗教、教育および識字状況、水道整備と水利用状況等の情報に加え、カン
ボジアの下痢性疾患罹患状況や手洗いの現状についてまとめている。本章ではカンボジア
の手洗いが不足している現状やその対策として国際機関やNGOが手洗いに関する取り組
みを行っていることも述べている。
第４章「カンボジア貧困層の経済状況と手洗いに用いる洗浄剤に関する調査」では、
2013年に前述の調査対象地で実施した手洗い状況と経済状況に関する聞き取り調査結果
をまとめている。手洗い状況の結果については、各地区における調査対象世帯の手洗い前
行動、世帯で保有している洗浄剤８品目の種類および手洗いに使用する洗浄剤の種類（手
洗い剤を含む）、手洗い頻度を示している。また、経済状況については、各地区の１ヶ月
１人当たりの項目別家計支出額や経済分布を示している。これらの調査結果に加え、流水
が取得可能で手洗い手法が安定しているブーディンスラムのみで手指汚染度調査を実施し
ており、最も高い手指汚染除去効果を示す手洗い剤は固形石けんであり、次に液体石けん
であることを明らかにした。しかしながら、固形石けんは交差感染を生じる可能性がある
ため、本論文では液体石けんを手洗いに最適な手洗い剤と位置付けている。
第５章「貧困層における手洗いに用いる洗浄剤の購入可能性の検討」では、第４章で示
した経済状況や手洗い状況に関する調査結果に基づき構築した計算式を使用し、手洗い剤
への支出可能割合を変化させた場合の各地区の購入可能人口割合を感度分析している。こ
の感度分析では、各世帯の各手洗い剤への支出可能割合を仮定し、各世帯の各手洗い剤の
購入可能額が各世帯の１ヶ月当たりの各手洗い剤への必要支出額を上回るとき、各手洗い
剤を購入可能であると設定している。なお、購入可能額は１ヶ月１人当たりの全家計支出
額に支出可能割合を乗じて求められる。また必要支出額は各世帯の家族人数に各世帯の１
日当たりの手洗い回数と実験から求めた各手洗い剤の１回あたりの費用を乗じ、１ヶ月あ
たり30日間として算出した値である。この感度分析により、現状ではブーディンスラム
でさえ液体石けんを手洗いの度に使用することは難しく、ルー村をはじめとする農村部で
は液体石けんの次に適切とされる固形石けんを手洗いの度に用いることが困難な家庭が多
いことが予想されている。また、ルー村をはじめとするカンボジアの農村部で適正な石け
んが普及するためには、住民の所得向上に加え、手洗い剤への支出の必要性に関する啓発
活動や住民にとって経済的に妥当な石けんの開発および販売が必要であること記述されて
いる。加えて、啓発活動や経済的に妥当な洗浄剤の販売等の方策を通し、適正な手洗い剤
の購入と使用を普及し疾病を防止することができれば、家計の負担となっている可能性の
ある医療費の削減分で石けんを購入可能であることが予想されており、その分家計への影
響は少なくなるとも述べられている。
8第６章「カンボジア農村部における流水の利用と石けんを用いた手洗いの関係性」では、
ルー村を対象に、2015年に水供給設備の利用状況と手洗い状況に関して行われた調査の
結果がまとめられ、簡易水道である軒先給水管の流水利用と手洗いの関係性について考察
されている。なお、軒先給水管を整備している世帯を水道整備世帯、未整備の世帯を水道
未整備世帯と称している。この調査結果から、水道の有無に関わらず未だ伝統的な水瓶に
溜めた混合水を手洗いに使用する家庭が多いものの、軒先給水管の使用者割合は手押しポ
ンプ付き井戸を上回っていたことから僅かに行動変容が生じていることが示された。また、
水道整備世帯は手洗い頻度の高い行動後に液体石けんを使用し、水道未整備世帯は以前と
同様に洗濯洗剤を使用していることが述べられている。一方で、各世帯とも行動別に手洗
い剤を選択している可能性もあると記述されている。加えて、軒先給水管の整備と所得状
況は関係していないことが明らかとなっており、住宅が処理水を溜める高架タンクに近く、
水道未整備世帯に比べ水への支払い意思があると予想される家庭が軒先給水管を整備して
いると示されている。
第７章「結論」では第６章までをまとめ、石けんのような適切な手洗い剤の普及方策や
今後の課題について検討している。
以上のように、本論文はルー村とブーディンスラムをそれぞれカンボジア農村および都
市スラムの事例とし、各地区における実態調査結果に基づき構築した計算式による感度分
析から、カンボジア貧困層における適切な手洗い用洗浄剤の普及方策について提案したも
のである。本論文は調査対象地域以外でも応用が可能であり、カンボジアのみならず多く
の開発途上国において適切な手洗い剤を普及する上で、その普及戦略を検討する際のツー
ルとして価値が高いものと考えらえる。
【審査結果】
本論文は国際地域学研究科（国際地域学専攻）の博士学位審査基準に照らしても妥当な
研究内容であると認められる。従って、所定の試験結果と論文評価に基づき、本審査委員
会は全員一致をもって貫久望子氏の博士学位請求論文は、本学博士学位を授与するに相応
しいものと判断する。
